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1　 は じめ に

　戦前の 肢体不 自由児体育に つ い て は ，昨年 「日本に お ける 心身障害者体育の 史的研究 （第 14

報）
一

昭和20年まで の 柏学園の 肢体不 自由児体育に つ い て　　」 （北陸大学紀要 ， 第11号 ， p

p ．195− 222，昭62） と題 し ，戦前に お ける 肢体不 自由児 の た め の 代表的な救護施設 で ある 柏学

園に 焦点を絞 っ て 報告し た 。今回 は
， 戦前に お け る肢体不 自由児の た め の わ が 国唯

一
の 公 立学

校 で あ り，幾多の 困難を克服 して そ の 重責を果た した東京市立 光明学校 に つ い て 検討を加 えた

い 。なお ，同校の 体育に つ い て の 論稿は ，これ ま で に報告 されて い ない 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔1〕

　 r東京市立 光明学校概要』は ，同校の 創設に つ い て以下 の よ うに報告 して い る。

　東京市教育局長藤井利誉氏 は ，先年米国視察の途之が施設の必要を痛感せ られ ，昭和五年既に不 具児童

養護学級特設 の 議が あ っ た の で あ る が ，機未だ熟せ ず之 が実現を見る に 至 ら な か っ た。と こ ろ が ，市会議

員東京帝国大学名誉教授 田代病院長 田 代義徳博士 が ，夙 に 不具児童救済施設 の 必要 を 力説せ られ，市 の 理

事者側 に 向 っ て 其急務な る こ と を勧告 され た の で あ る。時偶 々 同 じ く市会議員東洋家政女学校長同幼稚園

長岸辺福雄氏 の 深き賛意 と強固な る 主張あ り，学校建設 の 気運 は 愈熟 し て 来た の で あ る 。而 し て 東京市 は

学齢中 の 不 具児童を調査 し て み る と，就学不 就学を合 し て 其数約
一

二 ，○○名を算 した の で あ る。茲 に 於

い て 市 は つ い に 不 具児童 の た め に ，一
学校を建設す る 決意をな した の で あ る。永 田市長 自ら不 具児童将来

の 幸福 に 因 ん で 光 明 学校 と命名 さ れ ，教育局 に 於 い て 昨年 八 月そ の 予算 は 組 まれ た の で あ っ た。

以上の よ うに ，同校の 創設 に 当た っ て は ，海外視察に よ る識者の 開眼，ある い は 柏学 園の 創
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設 とそ の 運営に も尽 力 し て い た 市会議員 田代義徳博士 の 働 きか けや同僚議 員の 協 力 が あ っ た

が ，そ の 背景に は ，大正 12 （1923）年 の 「盲学校及聾唖学校令」 の 公布以来，東京市にお ける

公立小学校 内で の聾 ，弱視，難聴 ，病 弱，精神薄弱な どを対象 とす る特殊学級の 新設 とい う教

育的動 向が あ っ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　なお ，同校 は ，下記の よ うな発展過程を た ど っ て 戦後 へ と移行する 。

昭 和 7 （1932） 年 ： 4 月 1 日元 麻布新堀小 学 校 の 使用 を 決定。同 月 6 日小 学 校 に 類す る 各種学校 と し て

　　　　　　　　 認可 。 石 川県出身の結城捨次郎 （1890〜1939）を校長兼訓導に任命。同月25日市内

　　　　　　　　 居住 の 肢体不 自由児 の うち第 3学年ま で を 募集 し34名を 入 学許 可。 5月21日入 学式

　　　　　　　　 を挙行。6 月 1 日東京市告 示第177号 を も っ て 開校。11月 1 日開校式 を 挙行。

昭和 10 （1935）年 ： 4月 1 日 6学級．児童数 106名とな る 。

昭和 11 （1936）年 ： 3月 25日 第一
回卒業証書授与式を挙行。

昭和 14 （1939）年 ： 1月25日新築校舎 の 地鎮祭 を 執行。世 田 谷区松原町 4 の 272番地 。6月 13日喜 田正 春

　　 　　　　　　 が 第 2代校長兼訓導 と して 着任。 9月ユ9日新築校舎工 事完了。10月20日麻布分教場

　　 　　　　　　 設置認 可。11月10日本校 5 学級 ，分教場 3 学級 とな る ．

昭和 16 （1941）年 ： 4 月 1 日高等科 1学級 を 新設，本校 7 学級．分教場 4 学級 とな る 。国民学校令施行

　　 　　　　　　 規則第 了4条第 2項に 基 づ く認定 を 受け る。 5 月 6 日本校第 2 期工 事竣工 。11月18日

　　 　　　　　　 本校校舎落成記念式 を 挙行。

昭和ユ7 （1942）年 ： 4 月 1 日高等科及 び初等科各 1学級増設 し 13学級とな る。国民学校 に 昇格 し
， 東京

　　　　　　　　 市光 明 国 民学校 と改称。4 月28日東京市直轄 か ら 世 田谷区長 の 管理下 に移 る。11月

　　 　　　　　　 19日松本保平 校長 と な る。

昭和 18 （1943）年 ： 5月26日学校農園が完成。 6月15日運動場 に コ ン ク リート の 歩行練習路を設置し，

　　　　　　　　 レ ン トゲ ン を購入 。

昭和 19 （1944）年 ： 7月 1 日 児童 を 全 部本校 に 収 容。

昭和20 （1945）年 ：長野県更級郡 上 山田温泉 の 上 山田ホ テ ル へ 疎開 ，治療 と教育が続け られ る。5 月25

　　　　　　　　 日空襲に よ り本校 の 大半 と麻布分教場 を焼失。

　先に 報告した 柏学園と本稿が課題 とす る東京市立光明学校 は ，戦前に お ける肢体不 自由児 の

た め の 救 護施設 と教育施設の 主要な施設 で あ っ た 。 従 っ て ，戦前に おけ る肢体不 自由児体育 の

全体像を 明 らか にする に は ， 少な くともこ の両者の 教育的か つ 体育 的実態 を検討する必要が あ

る 。

9　 研究 目的

　本稿は ，戦前 に おけ る東京市立 光明学校 （以下光明学校と略称） の 教育及び治療 ・養護概要

と体育的実態を 明らか に す る と と もに ，その 史的意義 の
一

端 を も明 らか に しよ うとす る もの で

ある。

皿　研 究 方法

　本稿 は ，光明学校刊行 の 紀要並び に 学校史を主要な史 ・資料 と し ，同校関連 の 諸報告 を も参

考資料 と して 検討す る。
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IV　 結果 と考察

　 1 ．教育概要

　（1） 現代的な教育方針

　 光明学校設立 の 趣 旨は ，「本市に 於ける学齢 中の 不具児童に して ，普通 の 学校 に 入学 す る こ

とが出来な い か ，或 は 入学 し て ゐ る こ とが不利益で ある か の 児童 を収容 し て ，之に 適応す る教

養 を施 し，以て天禀 の 才 能を完全 に発達せ しめ ，従来閉 され て ゐ た人生 の 幸福を享受する と共
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

に ，国家社会 を裨益す る所あ らし め ん とす る 」 に あ っ た 。こ の 趣 旨に 沿 っ て 同校 で は ，「東京市

内の 身体畸形不 具児童を収容 し之に普通教育を施 し身体的欠陥を治療矯正 し進ん では各性能に

応 じて 自活 の 職業を授け其間社会性 の 人格陶冶 と国民道徳 の 涵養 に 留意 し以て 善 良なる国民を
　 　 　 　 　 　 　 （4）

養成せ ん とす る 」 と い う教育 ，治療及 び職業教育の 三 位
一

体の 教育 目的を掲げた 。 こ の 三 位
一

　 　 　 　 　 　 　 　 　   　　　　　　 （6）

体 の 教育理念は ， 田代や高木憲次 らが主 唱 し た現代的な肢体不 自由教育 の 基本理念で もあ っ た。

なお ，付言す るな らば，こ の 理念が 戦後に も継承 されて い っ た こ とか ら ，こ の 理 念を学校教 育

の 目的 とし て 明確に 掲げた こ と自体 ，肢体不 自由教育史上 ま こ とに 意義深い もの が あ っ た 。

　先 に も触れ た が ， 開校当初第 3学年ま で の 児童 し か 収容 しなか っ た た め
， 昭和10年度 に 漸 く

学校形態が整 い ，卒業生を社会に 送 り出す。従 っ て ，同校が掲げた実践上 の 具体的な 「教養上

の 要素」 や 「信条」， ある い は 「綱領」 な どは
， 同 10 （1935）年頃に か けて 精 選 さ れ 定着 し て

い っ た と言え るだ ろ う。例え ば，「教養上 の 要素」 で は ，昭和 7 年度 は 「普通教育，職業教育，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （7）
身体 の治療 ，矯正 及び養護」 で あ り，同 8 年度は 「e 普通教育⇔各児性能に 適応す る職業教育
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

並 に 習熟  身体欠陥に 対す る治療矯正   特別精神教育」 とな り ， 同 9年度 に は 「教育 （普通教

育 ：求知心 の 啓培 ，情操教育，社会性 の涵養，信仰心 の啓培 ．職業準備 ：感官の 練習 ，低学年

に 国 語力の速成 ，構成的創作能力の 養成 ，鑑賞力養成 ， 発明能力の 涵養 ，職業的興味の 喚起 ，

適性発見 ，職業体験及決定 ．），治療矯正 （診察 ， 治療）， 養護 （健康調査 ， 傷害 防止 ， 栄 養給
　 　 （9〕
与）」 となる。また ，「教養信条」や 「教 育綱領」 は ，次の よ うに 変容 し て い く。昭和 7年度の

「教養信条」は 「一
， 子供も神 の 子 。

二
， 子供第

一
。

三
， 叱る よ り褒め よ。四 ， 短所を 言は ず

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

長所 を伸ばせ 。五 ，児童疲労 の考慮。」 で あ っ た が ，同 9年度に は そ の
一

部が 「訓育綱領」 に

　 　 　 　 　 　 UD　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

組み 入れ られ ， 「子供 は 神の 子 　子供 の 身に なれ　叱 る よ り褒 め よ 」 と精 選 され る 。同 じく

「教 育綱領」 も当初 「一，即個性 の 教育　二 ，性能の 発見 と伸長　三 ，体験 の 教育　四 ，実用
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

の教 育 五 ，鬥満な る情操教育 六 ，自律労作教育」 と掲げ られて い た が ，同 9 年度に は 「性
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 aの
能伸展 の 教育　実用体験の 教育　自立独 創 の 教育　円満な る情操教育　社会的生活教育」 と充

実 ・発展す る 。 こ れ らの教育上 の 具体的 目標 （方針） を受けて ，次項 に 検討 し よ うとす る 教育

課程が ， 毎年度有機的に 具体化 され て い っ た の で ある 。

　（2） 独 自性の あ る教育課程
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　開校 当初か ら教育課程 に 関 し て の 基本的考え方が見 られた 。以下に も示 されて い る よ うに ，

小学校令 へ の 準拠 と独 自性の ある内容を求 め よ うとす る姿勢が貫かれ て い た 。

　
一

面此種児童 の 普通教育 は 小学校令 に 準 じて 行 は るべ きもの な る こ とは 勿論 で あ るが ．他 の 普通 上 級学

校 へ 進学す る 途 は ある に し て も入 学試験等 で 普通 は 入 学困難 で ある が 故 に 教育完成 の 意味合か ら も，職業

教育の 準備的知能養成 の 上 か らも ， 科 目の 加除並 に 或科 目の 学習時数増減 ，学習材料 の 選択加除 等適 当 に

考慮 されなけれ ば な ら ぬ。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   aの
一

般 の 小学校 と顕著に 異な る 点を挙げる と ， 次 の とお りで あ っ た 。

ア ．第 1学年に 聴方科 ．第 2学年以 上 に 読書科を 1週 1時限ず つ 国語時間 に 加 え て い る 。

イ ．算術 の 時間 を 1週 1時限宛取 っ て 全 学年 に 生 活科 を 加設 して い る。

ウ．第 1学年 よ り第 4学年 ま で に 適性指導を特設 して い る e

エ ．第 5 学年以上 に 職業科を特設 し て い る。

オ ．体操科 を矯 正 体操科 （た だ し，昭和 8 年度 か ら治療体操科） と呼称す る。

　 算術 の 時間を割 い て ま で も生活科を加設 し た の は ，家庭 ， 学校及 び社会 の 「三 者を不即不 離
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

の状態 に於 て 児童 の 実生活を指導 し，極めて 自然的に知識 ，技能 ，道徳を収得せ しめ」 る教育

的意 図か らで あ っ た 。その 内容 は
，

「低学年に 於て は 遊び ，観察 ，蒐集 ，製作指導か ら，或 は 家

族 ，家庭，学友，学校か ら高学年に進ん で は ，職業，政治，経済に ま で ，或は市町村か ら国家
　 　 　 　 　 　 　 　  

に まで 進展す べ き」 幅広い 内容を含ん で い た。こ の 生活科加設の 考 え方 に は ，戦後 の精神薄弱

教育 （昭和45年度版養護学校学習指導要領）に お い て新 設 され た 生活科 と類似 した もの が あ

り，肢 体不 自由教育 と して 独 自性に 富ん だ発想で あ っ た 。 そ こ に は ，生 活単元学習や遊 び学習

とい う新 し い 教育理念が 見 られ ， ま た
， 戦後に お ける 障害児の 障害 の重度化 ・重複化に 伴 っ て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

台頭 した 「遊び か ら仕事へ 」 と い う指導理 念さえ も見 られ た。さ らに また ，
こ の 教科は ， 健康

・安全 に 関する保健 ・衛 生的 内容 も重要な指導事項 と して お り，特に 低学年 に お い て は 身体活

動を伴 っ た 遊びが位置づ けられ て い るな ど ， 体育的観点か らも注 目す べ き教科で あ っ た 。

　 適性指導 もまた ，
ユ ニ ーク な教科で あ っ た 。

こ の 教科は ， 「身体的 ， 知能的 J 技能的 ， 趣味的

方面の 考慮 に 依 り，個人的に 特殊性能の 発見に 努め ，進ん で は 之を益 々 啓培助長 し，以て 将来
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  勾

の 職業 選 （原文は 「撰」）定に 便 し
， 且 つ 職業教育の 前提た ら し め ん とする も の 」で あ っ た

。 そ

の 指導 は 「毎 日午睡 後の
一

時間 を之に 充て （中略）此 間に は一人宛呼び出 して 各種 の 治療 も受

ける こ とに な っ て 」 い た こ とか らも，治療 と関連を持た せ た ，言わぼ ク ラ ブ活動的性格を持 っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

た指導時間で もあ っ た。

　 なお ，「教育時間表」 を見 る と，「
一

教育時限を 三 十分に （原文は 「を」），休憩時間を 五 分及
　 　 　 　  

至十五 分」 と り，児童の 疲労や 注意持続力が配慮 され て い た。

　 2 ．教科体育及び治療 ・養護活動

　光明 学校 では ， 開校当初か ら欧米諸 国にお け る肢体不 自由教育の 実践 内容に 強い 関心を示 し
　 　 　  

て お り ， 前項 の 教育計画 の 作成 に 当た っ て も，こ れ ら先進国 に お け る教育 の 実際を十分に 参考

に し た もの と考え られ る 。体育教育に お い て も例外で な か っ た で あろ う。 し か し ，体育教育の

対応 に つ い て は ， 柏学園 の 実践 と成果 もあ り，し か も大正末期か ら昭和初年 に か けて の 体育界
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   　　　 　　　　　 　　　　　 　 

の 動向 も少な か らず影響を与え た も の と考え られ る。当時，前田末喜，田辺郁郎 ・
石丸節夫，

　 　 　 　   　　　　　　  

樋 口 長 市及び吉田章信 らに よ り欧米諸国の 病弱者 ・障害者の 体育指導法が紹介 され ，さ らに 真
　 　 　 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　  

行寺朗 生や広井家太 ら に よ っ て矯 正体操の 必要性が 強調 され て い た 。小学校令に 準拠す る に 当

た り ， 体 操科 の 存廃が 大 き く問題化 した 中で
，

こ う し た 諸報告が 大 い に 参考に な っ た に 違 い な

い 。体操 の 免除も可能 で あ っ た に もか か わらず ，同校 で は ，柏学園と同 じ く体操科 を矯正治療

体操と呼 称 し て 教育課程 の 中で 位置づ けた の で ある。
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　   独 自性 の あ る体操科

　結城捨次郎校長は ， 教育と治療に 関 して 「治療ばか り し て ゐ て 全然教育 されぬ こ と も，教育

ばか りして ゐ て 治療を全然 しな い こ とも従前行は れ て 来た こ と で
， 共 に 不合理 で ある。故 に 整

形外科 の 病院だ けで もい か ず普通の 学校 だけで もい か ぬ 。前述 の 如 く学齢中の 児童は 同
一

期間

内に 治 療と教育とが 並び行はれ なけれ ばな らぬ 」 と述 べ ，両者併合の 肝要な こ とを強調 し ，こ

の こ とを 「教療」 とも呼称 した。な お ，学校におけ る治療に関 しては ，「学校に 於て観血的 治療

を なす こ とは 或は 不 適当か も知れぬ か ら之は 病院に 依託す る と し て も，予後の或は長年月 を要
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　爾

す べ き非観血 的治療は教育を なす と同 時に 行はれなければならぬ 」 とい う基本 的考 え方を持 っ

て い た 。こ うし た 考え方は 田代や高木 ら の 指導に よる も の であ り ， 教育 と治療 は学校教育 の 中

で 軽重 な く併合 され ，時に は 教育が 治療 を，治療が教育を 内包 し，両者が有機的に 結合 し て実
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  ◎

践 され た 。 そ の 代表的な教科が
， 矯正体操科で あ っ た 。こ の矯正体操科は ，昭和 9 年度か ら治

　 　 　 　 　 　 　 　 　      

療体操科 と改称 され る。早 々 に し て 改称 した の は ，後述 の 指導 内容も示 すよ うに ，教科 の 指導

内容が矯正体操だ けに 限定 された もの で は な く，そ れ を含む諸種の 治療的運動や保健運動 （普

通体操）に よ っ て構成 され て い たた め で あろ う。以下 ，治療体操科 と い う名称 を使用する こ と

に する 。

　 r東京市立 光明学校概要』 （第 1輯）は ，治療体操科に 触れて 次 の よ うに報告 し て い る 。 矯正

体操 は ，「四 肢並 に 驅幹 の 異常児 に 対 し て 行ふ 体操に し て
， 諸種 の 矯正 器械を利用 し て矯正 す。

又 身体の 異常な き部分に 対 し て は 保健運動 と して 普通体操を課す 。」 と。また ，さ ら に 具体的

内容 に 触れ て 「脊柱彎 曲児童 の 矯正，歩行練習，矯正 体操 ，把握力の 練習 ，遊戯中の 四肢 運動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鱒

の 指導を ，主 と して 個人的に 取扱ふ。」 と。こ の よ うに
， 治療 体操 科は ， 障害の 治療 を 主 体

に ，「異常 なき部分」 に もよ りよ い 刺激を与 え，全 人的健全 な発達 を 目指 した教科で ，矯正 治療

体操 （運動），治療的運動，保健運動 （普通体操）及 び各種遊戯を主な内容と し て い た 。こ れ ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ

の 諸運動は ，「治療法案」 の 中で も位置づ け られ ， 特設時間や 適性指導時に 主 と して個人単位で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

行なわれ た。例えば ， 開校当初の 治療法案は ，次の よ うで あ っ た 。

治　療　法　案
（昭和 7年度）

組 病　 　名 治　療 　方 　針

A リ ッ トル 氏 病 マ
ッ サ

ー
ジ、電気治療、矯 正 運動、歩行練習

B 脳水腫 及 ビ両側尖足 マ
ッ サ

ージ、熱気浴、砂枕矯正

c
リ ッ トル 氏名 マ

ッ サ
ージ 、 矯 正 運動 、 歩行練習

C
脊髄性小児麻痺 マ

ッ サ ージ、電気治療、太陽燈日光浴 、 矯正運動 、 歩行練習
梅 DEF

左側半身脳性小児麻痺

脊椎 カ リ エ ス

リ ッ トル 氏病

マ
ッ サ ージ、電気治療、太陽燈、歩行練習

太陽燈 、 日光浴 、 「コ ル セ
ッ ト」 「ギ ブ ス ベ

ッ ト」

マ
ヅ サ ージ、電気治療、矯正運動、温 谷、立 位練習

G

一
a
　¶
0

脊髄性小児麻痺

左 側麻痺性内飜足

マ
ッ サ

ージ、電気治療

マ
ッ サ

ージ 、 「ギ ブ ス 」 繃帯矯正

C
両側股関節臼 日光浴、

レ ン ト ゲ ン 検査 （股関節及 ビ 胸部透視）

d 左側股関節結核 日光浴

e 脊髄性小児麻痺 マ ツ サ
ージ 、 電気治療、 太陽燈

f 脊髄性小児 麻痺 マ
ッ サ ージ、電気治療、歩行練習
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一

桃

　
　
　
　

　一

ABCDEFGHabCdリ ッ トル 氏病

脊 推 カ リ エ ス

脊椎カ リ エ ス

リッ トル 氏病

リ ッ トル 氏病

リ ツ トル 氏病

脊椎 カ リ エ ス

リ ッ トル 氏病

脊椎 「カ リエ ス 」

脳性小児麻痺

脊髄性小児麻痺

脊椎 「カ リ エ ス 」

マ
ヅ サージ、電気治療、太陽燈

太 陽燈 、日光 浴、温 浴 、「コ ル セ ッ ト」、「ギ ブ ス ベ
ッ ト」

太陽燈 、 日光浴 、 「コ ル セ
ッ ト」、 「ギ ブ ス ベ

ッ
ト」

マ
ッ サ

ージ、電気治療 、 太陽燈 、 熱気浴 、 歩行練習

マ
ッ サ

ージ、電気治療、矯 正 体操

矯正体操、ア ヒ レ ス 腱伸展術 、 「ギ ブ ス 」 矯正

太陽燈、「ギ ブ ス ベ
ツ ト」

マ
ッ サ ージ

、 電気治療、太陽燈、日光浴

太陽燈、日光浴、レ ン トゲ ソ 検査、ギブス ベ
ッ ト

マ
ッ サ

ージ、電気治療、歩行練習

マ
ッ

サ ージ 、 電気治療 、 弛走練習

太陽燈 、 日光浴 、 「コ ル セ
ッ ト」装用

桜

　
　
二

ABCDab左側麻痺性内飜足

脊髄性小児麻痺

脊椎 「カ リ エ ス 」

脊髄性小児麻痺

先天性両側股関節脱臼

脳性小児麻痺

マ
ヅ サ

ージ、矯正 器装用

マ
ッ サ

ージ 、 電気治療 、 太陽燈 、 矯正体操

太陽燈 、 日光浴 、 繃帯交換 、 レ ン ト ゲ ン 検査 、 「ギ ブ ス ベ
ッ ト」

マ
ッ サ ージ、電気治療、熱気浴、右膝伸展矯 正

日光浴

マ
ッ サ

ージ、電気治療、歩行練習

桜
　
　
　
　
三

ABCDEFGabC脊髄性 小 児 麻痺

両 下股運動失調症

脊椎 カ リ エ ス

右側 内飜足

脊髄性小児麻痺

リ ッ トル 氏病

佝僂病

リ ツ トル 氏病

右側股関節結核脱臼

右半身脊髄性小児麻痺

太 陽燈、矯 正 体操

電気治療 、 熱気浴、 日光浴、歩行練習

太陽燈、日光浴、「コ ル セ ッ 列 装用中

マ
ッ サ ージ、電 気 治 療、矯正 体操

マ
ッ サ

ージ 、 電気治療 、 太陽燈 、 日光浴

マ
ッ サ

ージ、電気治療 、 矯正 体操

マ ッ サ
ージ 、 太陽燈 、 日光浴

マ
ッ サ

ージ 、 矯正体操 、 歩行練習

太陽燈、日光浴、レ ン トゲ ン 検査

マ
ッ サ

ージ、電気治療、矯正 体操

　 こ う した 治療は ，診察治療室兼 マ
ッ サ ージ室 ， ギブ ス 室 ，太陽燈室，日光浴室及び矯正体操

室で 行なわれ た。治療体操室には ， 歩行斜面台 ，矯正 斜面 台，大鏡 ，肋木 ，並行棒 ，輪投げ ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 幽
ボ ー

ル
． 椅子 な どが備 え つ けられて い た。

　当然な が ら開校以来数年 間と い うもの は
， 学習指導法 の 摸索が続 い た e 治療体操科 も，例外

で は なか っ た 。開校 の 翌年，同校で は ，各教科担 当職員 に委員を 依嘱 し ，教科毎 の 系統案の 作
　 　 　 　 　 　  

成 に取 り組む。治療体操科 で は ，小泉訓導を中心 に検討が始め られ ，昭和 12年度に 「治療体操
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

要 目」 が 漸 く編成 され る。以下，こ の 要 目を中心 に 当時 の 実態を概観す る こ と に す る。

　こ の 治療体操要 目は ，「積極的に 運動を要す る児童」を対象 とし て 編成 され た も の で あ る 。 要

運動群 の 障害 は ，「弛緩性小児麻痺 （下肢 ， 上肢）」，
「痙攣性小児麻痺 （四 肢重 ・軽度）」，「ス コ

リ オ ーゼ （脊椎）」，
「先天性股 関節脱 臼 （股関節）」，「先天性内飜足 （両足）」 で あ り，運動禁止

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

群 の それ は
，

「脊椎 カ リ エ ス 」，「結核性関節炎」 及 び 「骨質病」 で あ っ た 。

　また ， こ の要 目は ，「治療体操の 意義」 と 「運動要 目」 か ら成 っ て い た。「治 療体操 と は ，肢

体不 自由児童の 健康を保持増進す る と共 に ，そ の 欠陥部位の 治療矯正 を 目的 と し て ，合理的に

170

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Hokuriku University

NII-Electronic Library Service

Hokuriku 　University

日本 に お け る心 身障害者体育 の 史的研究 （第 15 報） 7

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

配列 さ れ た 体育的運動類の 一組を謂ふ 」 と規定 し ，教材 の選択 と配合 の 基本理念 と病類別 ・疾

患部別 の 基本的な 運動指針に 沿 っ て 各種 の 運動種 目が
， 小教材 ，用具 及 び回数を 重要項 目 とし

て 病類別 ・疾患部別 に 3段階 に教程化され て い た 。 教材 の 選択 と配合に 当た り，次 の よ うな基

本理念が見 られた 。

　 　 　 　 　 　  
1．教材 の選択
一

，児童 の 配分は病類別並 に 疾患部の 症状に よっ て な し，出来 る限 り広 い 範囲 に 教材を 求 め た こ と。

二 ．年齢 に よ る児 童 の 発 達 に 応 じ，能 力 に適合 した も の を 選 ん だ こ と。

三 ，強 い 運動 を 採用 しな か っ た の で，男女共通 の 教材を 用 ひ た こ と。

四 ，主 目的 とす る 治療教材 は毎時練習す る 関係か ら能 ふ 限 り変化 あ ら しめ た こ と。

五 ．出来 るだ け児童 の 内的要求 を 満足 させ る 教材 を 選択 した こ と。
　 　 　 　 　 　  
2 ．教材 の 配合

一，基本運動と応用運動と に 分け ，適当に 配分 した こ と。基本運動の 根幹は 主 巨的とする治療教材で

　 あ る。基 本運動 は 絶対 に 欠 く可 か ら ざ る も の で あ るが ，児童 に と っ て は 余 り興 味 が な く，従 っ て 体

　 操 を 嫌悪す る の 怖 れ も あ る の で ，低学年 に は遊び の 教材 を多 くした。

二 ，基本運動 の 配合 は ．主 目的た る 治療教材 の 外に ，身体各部の 運動 を能ふ 限 り採用 した こ と。何故

　 な らぽ ，あ らゆ る 運動 は 連関 し，目的 とす る筋肉 の み の 訓練 とい ふ こ と は 出来 な い か らで あ る。更 に

　 全身 の 新陳代謝 を 旺 ん に し，栄養 を 高 め ，特 に 心 臓 と肺臓 と を強 くす る とい ふ 生 理 的 目的を 加味 した 。

三 ，応用運動の 配合 は ，原則 と し て 体 の 上 部を働か す運動 と，下部を働かす運動 とに 分け ，適当に 組合

　 せ た こ と。又 四 肢驅幹 の 運動の 外 に ，団体的訓練 の 意 も加味 して ，グ ル ープ に 依 っ て は 行進 駈 足 を 配

　 合 し た。　　　　　　　　　　　　　　
」

　 こ の よ うに
， 教材 の 選択 に 当た っ て は ，児童 の年齢的発達や能力 ，内的要求な どを考慮 し

，

広範囲 に 教材 を求め ，教材 に 変化を持た せ る よ う努 め た 。 ま た
， そ の 配合 に 当た っ て は ，低学

年に遊 び を 多 くし た り ，四 肢驅幹の 各種粗大運動や 団体的な行進や駈足を 取 り入 れ て ，基本運

動と応用運動 の 適切な配分に 意を用 い た 。こ うし た基本理念 の 根底に 教育 と治療 の 併合性が 見

られ る が ，こ の併合性は戦後 の 肢体不 自由体育の 基本理 念で もあ っ た 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鰤

　次に ，病類別 ・疾患別 の運動要 目を掲げ る。

運　動 　要　 目

弛緩性 小児麻痺 （下肢） 基本姿勢を腰掛 に 置 き、下肢 の 運動を 中心 とす。運動嫌忌 な し。

第 　 　
一

教 程 第　 　 二 教 程 第 　 　 三 教 程

種 目 運 　動 用具 回数 運 　動 用具 回数 運 　動 用具 回 数

下肢 足踏 腰掛 20 臂支持屈膝挙股 横木 10 臂支持足側 出挙踵 横木 10

屈膝挙股 同 15 臂支持挙踵 同 15 片手支持足斜前出挙踵 同 工5

足前出
歩 行

補 助 車 10 臂支持 足 斜前 出挙 驢 同 10 片手支持屈膝挙 股 同 20

頸 頭後 （前）屈 腰掛 4 臂前側伸頭側転 腰掛 4 手頭上臂側伸頭側転 腰掛 4

頭 側転 腰掛 4 頭前後屈側転 腰掛 4 臂側伸 及 側上挙

掌 合 側 下 頭後屈 腰 掛 4

上 肢 臂 前側振 同 8 屈臂下 伸 同 8 臂前側 開下 同 8

屈臂下伸 同 8 臂前及上 振 同 8 臂側下上 振 掌合 同 8

臂 斜上伸 同 8 屈臂上 振 同 8 臂前側振及 旋廻 同 8

臂側 挙 同 8
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四 肢 臂支持 立 位 横木 10 臂支持全屈膝伸膝 腰 掛 6 立 位臂支持両足後出 横木 6

片 手 支 持 立位 同 10 葡匐 同 肋木登 降 肋木

臂支持 挙 踵 同 10 臂支 持足 踏 横木 1G

胸 手胸反胸 後屈 腰 掛 6

掌外反胸 後屈 同 6 臂前側開胸後屈 腰掛 6 臂斜上伸胸後屈 腰掛 6

懸垂 懸垂登 降 助木 2 屈臂挙踵 横木 4 横木 4

肋木 肋木

平均 （腰掛上 ）正 座 腰 掛 2 静止姿勢 腰掛

体側 手胸体側転 同 4 臂体 側体側屈 同 4 手胸体側屈 腰 掛 4

臂左 右振体捻転 同 4 膝立足側出体側屈 4

腹 臂前挙体後屈 腰 掛 4 臂前方支持体前下 屈 腰 掛 4 臂後方支持体後屈 腰掛 4

仰臥挙 脚 4 臂立 伏臥 2

臂立 伏臥脚後 挙 2

背 手腰体前下屈 腰 掛 4 手胸 体 前 倒 腰掛 4 臂上 挙体前 下屈 腰掛 4

呼吸 臂前上 挙 腰揖 6 臂側 上挙 同 6 譬 前方旋回 腰掛 4

臂側 上 挙々 転 腰 掛 4 胸 後屈 及臂 側挙 腰 掛 4

臂前 上 挙側下 同 6 臂旋廻 体前下屈 同 6

応 用 ジ ャ ン ケ ン ポ ン
歩 行

補 助 車
旗送 り 紅 白旗 ス ポ ン ジ ボ

ー
ル

移 動競争 腰 掛 球送 り フ ッ トボール

輪送 り
輪 投

弛緩性小児麻痺 （上肢）
三 角 筋の 弛緩に よ り、
三 角筋の 緊張せ しむ る運動に 重点を置 く。之が 逆に 働 く運動 を嫌 う。

上 肢の 自然下 垂 は 腕 の 重 さに て 病 状 を 悪 化 す。故 に

第 　 　
一

教 程 第　 　 二 教 程 第　 　 三 教 程

種 目 運 　 動 用 具 回数 運　動 用 具 回 数 運　動 用具 回数

下肢 足斜前出 4 挙踵 半屈膝 6 足側 出挙 踵 半屈膝 6

挙踵 8 足斜前 出挙踵 4 脚前挙 4

足前 （側） 出 4 屈膝挙股 8 脚側出挙踵臂前方旋廻 ク リ ッ プ 4

脚前挙臂支持 4 挙腫全屈 膝 6

頸 頭前後屈 4 臂頭上 支持頭側転 4 臂側伸頭側転 4

臂前及側 振頭側転 4 臂支 持 頭 側 屈 4

上 肢 片臂前側振 ケ リ ッ プ 4 屈臂下 伸 4 臂前伸側開下 4

屈臂 下伸 4 臂前 上 挙 4 臂側下上振 掌合 （
安座
開脚） 6

臂側 挙 4 臂 側開伸 4

四 肢 駈足足踏臂前止前下 ク リ ッ プ 6 脚斜前 出 臂前 側振 ク リ ッ プ 6 挙踵 半屈 膝臂 前 上振 6

脚側 前 出臂 上 前挙 6 葡匐 臂 前挙 々 踵 4

臂交互 前後振足踏 6 挙踵半屈膝臂前側下伸 4

胸 掌外 反掌後 屈 6 臂前 側 開胸後屈 4 臂 斜上 伸胸後屈 腰 掛 4

手胸 直立胸 後屈 6 体 支持胸後屈 横木 4

臂 及体支持胸後 屈 〔二 人組〉 4

懸垂 一 一 一

平均 挙踵 腰掛 4 挙腫臂側挙 腰 掛 4 屈 膝挙股 腰掛 6

徐 歩 1 挙踵半屈 伸膝 4 尖 足 歩 平 均台 1

自由 歩 平 均 台 1 徐歩 平均 台 1 脚 前挙 腰 掛 直立 腰 掛 4

体側 手胸開脚体側転 4 体側転屈 （
手 胸

手頭） 6 臂交互 斜上 振体 側転 4

臂 体側開脚体側屈 4 臂左 右 伸 体捻転 （脚交 叉 4 片臂上 挙体転屈 4

安 座）

腹 体 後 屈 4 背面肋木支持体下屈 仰臥挙脚 3

体 前 下 屈 4 臂立伏 臥 平 均 台 臂立伏臥後 挙 （幇助） 2

横木
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背 手 腰 手頸 体前下屈 4 体前倒 律動 的体前下屈 4

〔手胸開脚直立 手頭開勵 腰 掛 臂上挙 体前下屈 腰掛 4

四 肢 臂前側振 体前下 屈 臂前上下側体前屈膝屈伸 4

躯 幹 臂前下側上振体前屈 脚交 互 前挙頭 前屈 （
仰 臥

屈膝） 4

跳躍 片脚跳 （片 手 頚 ） 手腰跳 上 下 腰掛
　

両脚跳 （両 手頚） （適当） （適当）
一

縄 跳 ク リ ヲ ブ
一 一

付跳縄

呼吸 臂前上挙 6 臂側挙 頭後屈 6 臂前上 挙側下 6

臂側上 挙 6 臂前方旋 廻 6 臂廻 旋体前下屈 4

腹 式呼吸 8

応用 整列競争 置換競 争 台 付 色 襷抜 紅 白律

小旗

旗取 小旗 円陣鬼 円形指角力

門 形 リ レ
ーレ ース バ ト ン 陣取 巴 鬼

目 ノ 丸 ノ 旗 （唱 歌 遊 案 山子 〔唱 歌 遊 方 形 行 進

戯 〉 戯）

鳩、兵隊 さん （同〉 十字行進

痙攣 性小児麻痺 （軽度）
一般体操 と異 る 所尠 し 、可 能な 範囲内に 於て 最 も積極 的に な さしむ。

第　 　
一 教 程 第 　 　 二 教 程 第　 　 三 教 程

種 目 運　動 用具 回数 運 　動 用 具 回 数 運 　動 用具 回数

下肢 挙腫 （手 腰 〉 8 挙踵半屈膝 6 挙腫 全 屈 膝 6

足側 （前）出 8 片 臂支持屈膝挙股 横木 6 屈膝足 側 出 6

臂支持持屈膝挙股 横木 6 足 側 出臂側 挙 6 臂支持膝 屈伸 横木 6

脚側出挙踵臂前方旋廻 6

頸 頭後 （前 ） 側 屈 腰掛

（
手胸
開脚）

4 頭廻 旋 腰掛

儲 ）

4 頭側転 腰掛

儲 ）
4

上肢 臂側 （前）挙 8 臂上挙下伸 6 臂上 伸前 （側）下 4

臂側振 8 臂上 伸 6 臂前側 上 下伸 4

片臂前 （後）廻旋 6 臂前 （側）上 挙 6

臂交互 上 後振 6 臂前上 挙屈臂下伸 4

胸 手胸開脚胸後屈 4 掌外反胸後屈 腰掛 4 体支持臂上 挙胸後屈 （二 人組〉 4

同右 腰掛 4 同右 開脚 （直立 ） 4 掌外 反 胸 後 屈（臂側 」 4

手胸直立胸後屈 4 挙開脚）

懸垂 懸垂 直立 肋木 4 懸垂 直立 屈臂挙 踵 横木 4 懸垂直立 伸臂屈膝 横 木 4

横木

懸垂 横行 同 1 両 側懸垂直立 挙踵 同 4 両側 懸垂脚側 開 同 4

平 均 挙踵 地 床 1 挙 踵 半屈膝 地床 腰 樹 よ り直 立 　 直 腰 掛 4

腰掛 腰掛 立 よ り腰掛

徐歩 片手支持徐歩 平均 台 1

屈膝挙股 （適 当）

体側 手胸体側転 4 手頭体側転 腰 掛 4 臂側挙体側転 腰掛 4

手胸体側屈 4 手頭体側屈 同 4 手胸 開脚体側倒 4

臂左右振体捻転 〔安座） 4 臂立 側臥 2

腹 仰臥挙脚 4 体後倒脚支持 腰 掛 2

臂立 伏臥 厭 2

腰掛
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背 手腰体前下屈 腰掛 4 手 胸 開 脚 体 前 倒 4 開脚体前下屈 4

〔安座〕体前 倒 4 伸膝座体前倒 4

跳躍 片脚跳 ｛手 腰〉 （適当） 跳下 腰 掛 （適 当） 幅跳 （適当）

両脚跳 （手 胸 ） 上 方跳 跳 越 平均 台

縄跳 跳縄 2 前方跳 2

呼 吸 臂側挙 6 臂側 挙 々 踵 6
’

臂前上 挙側下 6

臂側 開 （臂前挙） 6 反掌胸後屈 6 臂廻旋体前下屈 4

臂側上 挙 6 腹式 呼吸 6

応用 目 ノ 丸 ノ 旗、鳩 （唱歌遊 案 山子 （唱歌 遊 円形 ドッ ヂ ボール

戯） 戯｝

桃太 郎、兵隊 さん 子殖 し鬼

整列競争 置換競争 メ デ ィ
シ ソ ボ

ー
ル

カ ラカ ヒ 鬼 陣取 対陣平行フ ッ トボ ール

旗取 円陣鬼 襷 抜

円形旗 送 り 方形行進 集 散 式 速 歩

歩法演 習 十 字 行 進 挙股行進

痙 攣性小 児麻痺 （重度） 座 位を 本 体姿勢 と し、練 習効果 に よる 四 肢運動を 目的 とす。運動 嫌忌な し。

第　 　
一

教 程 第　　 二 教 程 第 　 　 三 教 程

種 目 運　動 用具 回数 運 　動 用 具 回数 運 　動 用 具 回 数

下肢 驟 低腰掛 臂支持屈膝 挙股 助木 8 臂支持 開脚挙踵 助木 8

足前出 同 臂支持挙踵 同 8 臂支 持挙踵屈膝 同 8

臂支持立 位 同 臂支持足側 出挙腫 同 8 片 手支 持 足 側 出 同 8

頸 頭後 （前）屈 低腰掛 4 頭 前 後屈側転 低腰掛 立 位頭前後屈
歩 行

補 助 車
4

頭側転 同 4

上 肢 臂側 （前 ） 挙 低腰掛 4 臂上 挙 低腰 据 4 臂上 下 伸 腰掛 4

臂側振 同 4 屈臂上 伸 同 4 臂上伸前下 腰掛 4

片臂 前方 廻旋 同 4 臂前 （側）上 挙 腰掛 4 臂前 側振 ク リ ッ プ 6

胸 手胸 々 後 屈 低腰 掛 4 体支持胸後屈 同 4 掌外反胸 後屈 腰 掛 4

手腰胸後 屈 4

懸垂 懸垂 直立 横木 懸垂 直立 屈臂挙踵 横木 懸垂直立伸臂屈膝 横木

体側 手胸体 側転 腰掛 4 手腰体側屈 腰掛 4 片手頭体側屈 腰 掛 4

臂体側、体側屈 同 4 膝立 足側 出体側転 （手胸） 4

腹 仰臥挙脚 （手頭） 4 伏臥 （臂立 ） 床 上 2 臂立 伏臥 2

臂後方 支持 仰臥 腰 掛 4

背 体前下屈 （伸 膝 座） 4 　

総 合 脚交 互 前挙 （仰 臥 屈 4 臂前 側 伸体 前 倒 腰掛 脚 交互 前挙 支持 体 肋木 2

膝） 膝 立 ヨ リ安 座 　 安 前屈

座 ヨ リ膝立

呼 吸 臂前 上 挙 腰 掛 6 反掌胸後屈 腰 掛 6 臂側挙頭後屈 低 腰掛 6

手胸 々 後 屈 腰 掛 6 臂前上 挙胸後屈 腰 掛 6 臂前方旋廻 腰掛 4

応 用 ジ ャ ン ケ ン ポ ン 歩 行
補 助 車

懸 垂 横行 助木 安座綱 引

旗送 り （安座） 小旗 手拭送 り 伸膝

輪送 り （伸膝） 投輪 欅取 手拭取

移動 競争 腰掛 羅漢 さ ま遊 び （安座 ） 旗送 り移動競争 腰 揖
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　　　　　　　　　　　　　　　　 欠 陥部 位 に 依 り、右 又 は右 の 体側 運 動 に 重 点 を 置 き、物理 的 矯正 を 目的 とす る。左 右
ス コ リオ ーゼ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 均 等 に 運 動 せ ず。

内巍 足　　　　　　　　　　　　　立位 開脚に よ る 外側蹠 へ の 努力を避 く。

　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 立位 に よ る 下肢 の 運 動を 禁ず。其他立位 をとる こ とに よ り下 肢 に 重 力 的 な 努 力 を 与
先 天 性 股 関節脱 臼
　　 　　　　 　　　 　　　　 　　　 ふ る もの を避 く。跳 躍の 厳 禁。

先天 性畸形 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　欠 陥部位 に 応 じ練 習効果 を主 目的 とす．運動嫌忌な し 。

　 こ の 要 目は ，わ が 国に お け る肢体不 自由児体育に 関す る最初 の運動要 目で ある こ とか ら ，史

的価値も高く，内容に お い て ，病類別 ・疾患部別 に 方針を 設定 し ，教育 と治療の 併合を 旨と し

た運動教材 （基本運動 と応用 運動） を 幅広 く導入 し教程化し た 点で 注 目すべ きもの が あ っ た 。

さ らに 付け加える ならば ，次の よ うな指導上 の 留意点に も特徴が 見られ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

　 ア ．運動時を 「十五 分」 と し
， 基本運動 と応用運動 とが 厳密に 時間配分化 され て い る こ と。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 51
　 イ ．教材 の 配列 に ．「弱 い 運動か ら強 い 運動へ 」 とい う現代的な漸増性負荷 の ト レ

ー
ニ ン グ

の 原則が適用 されて い る こ と。

　 ウ．運動 の 回数に お い て は ，「運動量 の 増加 を唯一の 目的 と し て 」，運動の種類に よ っ て 増減

し て い る こ と 。

　 なお ， 指導上 の 実際に ， 次 の ような指導法上 の特徴 も見 られた 。その
一

つ は ，「遊 び」や 「器

械運動」 の 導入が示す よ うに ，児童の 興味を 重視 し た指導が行なわ れ た こ と ，
つ ま り ． 児童の

情緒的 ・
心理的特性 を配慮 し た 指導が行 なわ れた こ とで ある 。そ の 二 は ，讃辞や褒賞な どに よ

る鼓舞奨励が指導の 方針 に 掲げ られ ．児童に 学習や治療 の 継続 と，自信や希望 を与え た こ と で

ある 。 こ れ らの 指導法は ，児童 の運動意欲を盛 り立 てて運動機能を 向上 させ る とともに ．情緒
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （マ マ ）

ま で も安定 させ た の で ある。い み じ くも竹沢 さだ め 校医は ，「歩けな い 児 ど もの 表情は 歩 け

る子供 の表情 と全 く違 っ た所が あ ります。性質も同様で あ ります。即 ち運動 機関 と性 質 とは

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鱒

切 っ て も切れない 関係がある 」 と，指摘 して い る 。

　（2） 玩具治療とそ の 他の 治療法

　前項 の粗大 （大筋肉）運動主体 の 治療 ・訓練と とも に
， 微小 （小筋肉） 運動もま た 肢体不 自

由児 の 治療 ・訓練に 欠か せ な い 運動領域の
一

つ で あ っ た 。そ の 指導理念に は ，戦後の 「体育 ・

機能訓練」 に お け る 「機能訓練」，ある い は そ の 後の 「養護 ・訓練」 の それ と相通 ず る もの が

あ っ た 。「養護 ・訓練」 の発達史的視点で 同校 の 治療 ・訓練を検討した
一宮俊

一
も指摘 し て い

る よ うに ，こ の 微小運動主体の 治療 ・訓練 は ，治療体操科 は 勿論 の こ と ，書方科 ，図画科 ，手

工 科 ，裁縫科及び職業科な どの 技能科 と深 く係わ っ て実施 され た。しか しな が ら ， そ の 中心 と

言えぱ ， や は り 「児童の 玩具に 対する 本能的な興味を利用 し て ，運動機能 の 障碍を治療矯正 せ

ん とす る」玩具治療で あ っ た
。

　 こ の 玩具治療は ，「玩具を使用す る遊戯 中自然的に行は れ る上肢 の 運動を 治療手 段 に 応用 し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 働　 　 　 6面
た もの 」 で あ り ，

「上肢 の 随意運動困難な児童 （主 と し て 小児麻痺）」を対象に した治療 ・訓練

法で ，看護i婦が主 と して担当した。玩具遊び 自体 「新知識の 獲得或は 記憶注意想像推理 の 如 き

知的作用 ，同情 ，美的 ，感情 ，忍耐 ，勇気 ，信念の 如 き情意作用の 涵養に 資す る所大」 な る も
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 細

の を有 し，しか も 「筋力の 発達及
一般筋 肉統制力の 発達を助 ける」 もの ととらえられて い た 。

こ うし た玩具遊び の と らえ方に もうか が えるが ，柏学園の それ と異な り光明学校の場合は ， 組
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 GO
織的か つ 系統 的に 実施 され ， 他の 治療法 とと もに 大 い に成果を挙げ た の で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　玩具治療に 用 い られた玩具類は ，以下 に 掲げた よ うな玩具で あるが ， それぞれ の 玩具がある

治療 ・訓練の 目的の も と で
， 意図的 に 使用 され た の で ある 。

　←） 把握及 び把持運動

　　　　積木　　人 形 ・軍 艦 ・乗 物
・フ レ ン ド積木

　 　 　 　 メ リートーイ

　　　　 種 々 の 長 さ を 有す る 丸棒 とそ の 棒頭 を 挿 入 す べ き孔 を 有す る 円板 よ り成 り両 者 を 豆 細 工 の 如 く

　　　　 組合 せ て 字，絵等を表す。

　　　　ゴ ム 毬
　 　 　 　 　 　 　 　 （マ？）

　　　　 各種 の 大 い さを 有す る ゴ ム 毬 を 使 用 す。

　　　 絵型嵌め

　　　　 ボール 紙製に して 人物，果物 ．景色等 を 表 し た絵型を抽 出し た もの で 之を元に 嵌入す る。

e 　指頭練習

　　　 円疇嵌め

　　　　 徐々 に 直径或 は高さ の 変化す る 円壗 の 上 面中央 に 円 き突起あ り此処 を摘 み て 型 よ り抽 き出 し ，

　　　　 亦元 へ 嵌入す る。

　　　 型嵌 め

　　　　 四 角，三 角，菱形，梯形等種 々 の 形 を 有す る 厚さ 約五 粍 の 板あ り．そ の 中央に あ る突起を 摘 み て

　　　　 同様 の 形 に 刳られた る板中 に 充填す b

　　　 型置 き

　　　　 前述 の 如 き種 々 の 形 を 有す る 嵌板 を 紙 上 に 同形 を 画きた る もの X 上 に 載す。

　　　 豆 細 工

　 　 　 コ リソ トゲ
ーム

　 　 　 ル ーパ テ ル

　　　 玉 刺盤

　　　　 各種 の 色 を有す る 木製小球 の 先端 に 角 を 有 し 之を盤上 に （無数 の 小孔あ り）刺 並 べ 数字 ，絵等

　　　　 を表 す。

⇔ 　打叩運動

　　　 卓上 ピ ア ノ

　　　 木琴

　　　 太鼓

　 　 　 タ ッ ピ ン グ

　　　 手毬 つ き

  　手関節及 び 肘関節廻転運動

　　　 ゼ ン マ イ 廻 し一 電車 ・自動車 ・飛行機 ・
タ ソ ク

　 　 　 オ モ ク リ ッ プ

　　　　 鉄製大小片 よ り成 り捻子 に 依 り自動車水 車其の 他随意の形を 組合す。

　　　 独楽廻 し

　　　 籠編

  　屈伸運動

　　　 輪投げ

　　　 ボ ール 投 げ

　 　 　 コ リン トゲーム
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　 　 　 　 ピ ン ポ ン

　 因　索引運動

　　　　 ヴ ィ オ リン

　 　 　 　 マ ソ ド リ ン

　　　　 胡弓

　　　　 水鉄砲

　　　　 バ
ッ テ ン ダー

　　　　　相当 の 硬度 を 有す る ゴ ム 管 を 六 本 並 べ て 前後 に 引手 を 附 し腕力 に 応 じ て 本数 を 加減 し 両手 を 以

　　　　　 て 索引す。

　  　挙臂運動

　　　　 バ
ッ チ ン グボ ール

　　　　　網を以て 周囲をか こ ん だ布上に ボ ー
ル （直径三 糎）を置きて 適当 の 高 さ に 装置 し下 よ りボ ー

ル

　　　　　を つ きて 両 端に あ る ゴ ール に 入 ら し む。

　  　正 確性練習

　　　　積木

　　　　玉刺競争

　　　　輪及 び ボール 入 れ競争

　　　　剣玉

　　　　　剣 の 如 く光 っ た棒と孔 を 刳 り抜 い た 木製球 と を紐 を 以 て 連結 し棒の 尖端に 球を刺す。

　   　共応動作練習

　　　　紐結 び

　　　　釦掛け

　　　　鉤掛け

　　　　 ス ナ ッ プ掛け

　　　　紐通し

　　　　 ス ダ レ 編

　　　　 タ S ミ編

　　　　ツ ナ ギ積木

　　　　豆 細工

　　　　折 紙及 び 切抜

　  　随意運動

　　　　飯事遊び

　　　　人形遊び

　　　　砂遊 び

　　　　室内野球盤

　上 記の 玩具 内容 は ， 後年追加 ・削除が行な われ 改善され る。例 えば ， 昭和 12年度に は ，各運
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 秘

動 に 次 の よ うな玩具類が 追加，削除 （括弧内の 玩具類） され ，
い っ そ う充実す る。

9 　把 握及 び 把 持運動

　　　幼稚園人形 ，円疇嵌め ．コ リン ト
・ゲ ーム ，か るた （ゴ ム 毬）

（O 　指頭運動

　　　七 巧板 ．モ ン テ ッ ソ リ
ー
錘刺，計数 器 ．フ レ ーベ ル 刺紙，フ レ ーベ ル 毛 糸刺繍 ，剪紙．お は じ ぎ，

　　　バ ネ 鉄砲，小恩物独楽 ，点取独楽 ，塗絵，背影合紙貼 ，旗合せ ，リン カ ーン ・ロ
ッ グ ス ，オ ル ガ

　　　ソ ，マ ソ ド リソ ，ピ ース （型置き．豆細工 ，コ リ ソ ト
・ゲーム ，ル ーパ テ ル ）
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⇔　打 叩 運動

　 　 　 シ ロ ホ ン ，タ ン バ リ ン （木琴）

四　手関節及 び 肘 関節廻転運動

　　　捻子廻 し，エ レ ク ト
ー

的　屈伸運動

　　　マ
ッ ト ウ ェ

ービ ン グ ，ヴ a オ リ ン ，胡弓

因　索引運動

　 　 　 （ヴ a オ リ ン ，マ ン ド リ ン ，胡弓）

  　挙臂運動

　　 飛縄

囚　正確性練習

　　 射的盤 絵合 せ 方塔，ビ
ーズ （玉 刺競争）

  　共応動作練習

　 　 ペ ーパ ー・イ ン ターレ
ー

シ ン グ，着替人形，大恩物独楽 （紐通 し）

  　随意運動

　　 郵便遊 び ，加留多取 り，パ ヅ ル

　新井は ，「之の み を以て して は到底小児麻痺患児 の 治療に満足 を得る事は 至 難で ある。即 ち
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
マ

ッ サ ージ ，電気治療等 と相俟 っ て 初め て その 効果を期 し得べ きもの 」 と報告 し て い る 。つ ま

り ，
こ の 玩具治療は ， 他教科におけ る学習 ・訓練や他の 非観血 的治療法 ・理 学的治療 と相即不

離 の 関係に 位置づ け られた 運動療法 で あ っ た 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

　そ の 他の 治療法 と し て
， 次 の よ うな治療法が あ り ， それ ら の 治療法が

， 疾病や 障害 の 種別 と

程度に よ っ て個人 的に しか も計画的に 実施 され た の で ある 。

　   　 光線療法 （人工 太陽燈 ，日光浴） ：カ リ エ ス ，関節結核 ，佝僂病

　  　器械装用法 （セ ル ロ イ ドコ ル セ ヅ ト
， ギブ ス ，コ ル セ ッ ト，歩行補助器） ：カ リ エ ス ，

小児麻痺

　  　 マ
ッ サ ージ ・電気 マ

ッ サ ージ 1 小児麻痺

　  　器 械矯正 ・徒手矯正 ：内飜足 ，
0 字脚 ，

X 字脚 ，
ス コ リ オ ーゼ

　  矯正索引療法 （ギ ブ ス ベ
ッ ト，斜面 台） ： カ リエ ス

　  　 矯正運動 ・砂枕矯正 ：小児麻痺 ，運動失調症

　  　水治療法

　  レ ン ト ゲ ソ 療法

　これ らの 治療は ，校医と看護婦 に よ っ て 行なわれ ， 時に は ，帝国大学附属病院や広尾健康相
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6s
談所 の 援助を あお い だ。

　（3）　 きめ 細か な養護活動
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　前項 で 述 べ た 治療の 外に ，以下に 示す よ うな養護面に もきめ 細か な配慮が 見 られ た 。

　  　 日常 の 健康観察 ・看護活動

　　 ア ．全 職員に よる児童 の 送迎

　　イ ．所定時間の検温及 び検脈

　　ウ ．休憩時の 付添 い 看護

　　工 ．運動禁止 児童及び傷病児童 の 看護
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　　 オ ．昼食後の休養時間の指導

　　 力 ．学習室 の ギ ブ ス ベ
ッ トの 使用

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 GD
　　 キ ．間食や栄養物 の 供給

　　 ク ．病気欠席児童の 家庭訪 問

　   衛生訓練 の 実施

　　 ア ．日常 の 衛生訓練と衛生訓話

　　 イ ．衛生 デ ー

　　 ウ ．避嘆隹訓練

　  健康増進の た め の 諸活動 の 実施

　　 ア ．朝礼時の 呼吸体操
　 　 　 　 　 G 
　　 イ ．遠足

　　 ウ ．運動会

　　 工 ．校外指導
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　　 オ ．夏季 ・冬季施設

　  　環境の 整備

　　 ア ．改良机及び腰掛の 使用

　　イ ．ス ロ
ー

プ の 設置

　　 ウ ．運動場 の施設 ・設備 の 充実

　（4） 徹底 的な 実態調査 （検査を含む）

　教育 ・治療 ・職業教 育の 三 位
一
体 とな っ た新 しい 肢体不 自由教育 を効果 的 な ら し め る た め

に ，児童及び児童を取 り巻 く環境の 徹底 した科学的調査 が ，開学当初か ら児童調査部を 中心に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　    

継続的に実施 された。そ の 調査は ，次の とお りで ある。

12345678910H1213141516児童通学調査

入 学前 の 身体及精神状況調査

入 学 当初 の 文字収得調査

入学当初 の 語彙調査

入 学 当初 の 数観念調査

入 学当初 の 常識調査

入 学当初 の 精神検査

適性調査

学業調査

疲労調査

児 童生活 調 査

身体検査

月末身体発育調査

個性調 査

治療の た め の 事前調査

治療後の 経過調査

こ の項 で は ，治療の た め の 事前調査 と治療後の 経過調査 に つ い て検討す る こ と に した い 。
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　  治療 の た め の 事前調査

　 こ の 事前調査 に つ い て ，竹沢校 医は
，

「例へ ば小児 マ ヒ の 患児の 如 きは数年 間倦 まず 絶え ざ

る治療が必要で あ ります 。 か S る小児が 入学致 しますと ， 先づ 出来るだけ詳 し く其の 小児の 筋

肉の麻痺状態 ， 四肢 の 機能状態及 び その 小児 の精神状態を調査致 しま して ，そ の 小児を是か ら
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

治療 し て ゆ く上 に 最 も大切な所 の 方針を 決め ます。」 と述べ
，

こ の 事前調査が 治療の 基本で あ

る 旨指摘 し て い る。次 の よ うな調査が ，事前 に実施され た 。

　ア ．発病 に 関す る 調査 野発病原因調査 ，発病年齢調査 ，出産状態調査 ，妊娠時 の 両親 の 年齢

　　調査 ．マ ン ト
ー

氏皮内反応検査 な どに よ り，発病原 因の 究 明が な され た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　イ ．身体状況検査 ：詳細な身体状況検査が行なわれた 。その 内容は ，以下の とお りで ある。

発育 ：身長 ，胸囲，体重，座高，概坪

栄 養

脊柱

骨格

視力及屈折状態 ：左 右

色神

眼疾

聴力

耳疾

鼻疾

咽 喉

歯牙

皮膚

淋巴腺

内蔵 ：肺，心 蔵，腹部

神経系 統

感寛器

言語

智能

上 肢 ：右 上 膊 ・圍 ，右前膊長 ・圍，

　　 左上 膊
・
圍 ，左前膊長

・
圍

下肢 ：右長 ，右大腿圍，右下腿圍

　 　 左長 ．左大腿圍，左下腿圍

病名

疾患部位

運動機能障害

形態異常

備考注意

　 　 　 　 　 　 　  

　 ウ ．性能検査 ： こ の 検査 は
， 精神機能 ， 感覚知覚及び 運動機能 の 諸検査並 び に 観察調書か ら

　　な り，い ずれ も 5段 階で 評価 され た 。運動機能の 検査 は ，反応検査 ，作業速度検査 ，技能

　　学 習力検査 ，運動速度検査及 び握力検査か らな っ て い た 。

　 エ ，精神状況調査 ： （略）

　以上 の 諸調査に よ り個人の 実態 が明 らか に され，それに 基づ い て 医師に よ る治療法案が作成

され ，実践 に 移 され て い っ た の で あ る。

　  　治療後の 経過 調査

　ある治療を行な っ た 後に は ，常時その 効果の 有無が追跡調査 され，それが詳細に 記録されて

次の 治療 の 重要な資料 とな っ た 。

　ア ．身体発育検査 ynこ の 検査 は ，「各児 の 病状及び治療 と発育 との 関係を考 察 し以て 今後 の

　　治療及び教育の 資料 と して 役立 た しむ る もの 」 で あ っ た。 こ れは 年 2 回看護婦に よ っ て 行

　　なわれ ，その検査項 目は 前述 の 身体検査 の項 目と同 じで あ っ た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　イ ，治療経過測定 ： こ の 測 定は ， 「疾病 ， 異常が如何な る経過を と りつ X あるか 又治療に よる

　　効果が ど の 程度 に 現れ た か ，に 就 きて ，能ふ 限 り，科学的，実験的に 検査する もの 」 で ，
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結核性疾病児童 と 四 肢異常児童 に 分け毎年 1回行な われ た。そ の 測 定項 目は
， 次 の と お り

で ある。

1　 結核性疾病児童

（1） 身長 ，座高 ，体重．胸囲

  　脊椎 カ リ エ ス

　 　　 脊 椎彎 曲度 ．腱反 射 ，圧迫症状，コ ル セ
ッ ト

  　結核性関節炎

　　　 長 さ （左右）．周 囲 （大腿 ・下腿 ・膝左右），患側 関節 （屈 曲，伸展 ，内転 ，外転 ．内旋 ，外

　　　 旋），ア パ ラ ート

  　赤血 球 ，沈降速度一 一
時間，二 時間，二 十 四 時間

  　瘻管，マ ン ト氏反応，鬱積膿瘍

2　 四 肢異常児童

（1） 上 肢

　　　 総合運動 （叩打，指持，索引．圧力 ，投力．握力 〈左右共〉）

　 　　 部分運動

　　　　 肩胛関節 （上 挙，下垂 ，側挙 ，前挙 ， 後挙 〈何れ も左右 に つ き自動他動別 に 〉）

　　　　 肘関節 （屈臂，伸臂 〈何れ も左右に つ き自動他動別 に 〉）

　 　　 　 腕関節 （掌屈 ，背屈 〈何れ も左 右 に つ き 自動 他 動 別 に 〉）

　　　　 指関節 （
一

指
一

五 指 〈何れ も左右 に つ き自動他動別 に〉）

  　下 肢

　　　 総合運動 （蹴力 ，圧力．片足立位，静止 〈左 右共〉）

　　　 部分運動

　　　　 股関節 （上 挙 ．側挙 ，後挙 〈左右 に つ き自動他動別 に 〉）

　　　　 膝関節 （屈膝，伸膝 〈左右に つ き自動他動別 に 〉）

　　　　 足関節 （背屈，蹠屈 〈左右 に つ き自動他動別 に 〉）

　　　　 趾 （
一

趾
一

五 趾 〈左 右に つ き自動他動別 に 〉）

ウ 濫 鞴 灘 意録 鰻の 臆 録 は ，「児意の 身体状況蹴 き激 育看護上 特に 留意すべ き事

　　項を記録」 する もの で あ り，児童の 身体状況が常時看護婦に よ っ て観察記録 された の で あ

　　 る 。

工 凅 性観鰔 牝 れは 「個性を概驪 ん とす る もの 」 で あ り綴 察結果欟 察項 臨 を。 5

　　段階評価 に よ っ て 記録 され た 。 そ の 観察項 目は ，知的素質，感覚力，体力，情意素質の 4

　　項 目か らな っ て い た 。体力は ，健康 ，肺活量 ，脚力 ．握力及び持続力か ら観察 された 。

　 こ れま で に 述 べ た 諸 々 の 調査 （検査）に 関 し て ，一宮は ，「個人調査 の 徹底」 と 「入学当初 と

現在 の 障害状態を比較 して い る点」 に 特徴が見 られ る と ，

eo
指摘 して い る。そ の 個人調査 の 徹底

は ，先に も述 べ た よ うに ，治療 ・訓練 の 実施の た め の 事 前調 査 ，治療 ・訓練後 の 追跡 調査 に

あ っ た。そ れ が また ，入学当初 の 治療 ・訓練の 開始時と現在 の 健康状態 の 比 較を容易に し，つ

ま り，治療 ・訓練の 効果 を評価す る こ とに よ っ て 次の 治療 ・訓練 をよ り適切に 実施する こ とを

可能に した の で あ る。な お ，
こ れ ら の 諸調査 の 実施 背景に ， 高木や竹沢を初め とす る東京大学

医学部整形外科教室 の 医学的協力 と ，看護婦た ちの 献身的 な治療 ・訓練 活動 が 存在 し た こ と

も ， 特筆す べ き こ と の
一

つ で あ っ た と言える だろ う。
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V　 おわ りに

　戦後に おけ るわ が 国唯一の 肢体不 自由公立 校で あ っ た東京市立光明学校に 関 して ，そ の 教育

及 び治療 の 概要と体 育的実態 ，並 び に その史的意義に つ い て 検討 し て きた が ，若干 の所見が得

られた の で ，それ らを以下 に ま とめ て 本稿の結語 と し た い 。

　 1 、光明学校は
， 教育 ・治療 ・職業教育 の 三 位

一
体 の 現代的教育理念 の もと ， 独 自性 の ある

教育課程及び治療法案を 編成 し ，戦前に お け る役割を 果た し た 。

　 2 ．体操科を治療体操科 と呼称 し，障害 の 治療 を主体 に ，「異常 な き部分」 に も適切な刺激を

与え ，全 人的健全 な発達を 目指す教科 とと らえ た。運動教材 は ，矯正 （治療）体操 （運動），治

療的運動 ，保健運動 （普通体操）及び各種遊戯 で あ り．特設 時間や適性指導時に 行なわれた 。

　光明学校 の 教 育は ， 6年 目に して完成 す るが ，体操科で も，昭和 12年度 に病類別 ・疾患部別

の 運動要 目が編成 され ，い っ そ う充実す る 。こ の要 目は ，教材 の選択 ・配合の 基本理念 と病類

別 ・疾患部別 の運動指針に沿 っ て ， 各種 の 運動が 3段 階に教程化され て い た。そ こ には ， 教育

（体育） と治療 ・訓練 の 併合性が見 られた。なお ，こ の 要 目は ，わ が 国に お ける肢体不 自由児

体育に 関する最初の 運動要 目で あ り ， 史的に も注 目す べ き要 目で あ っ た 。

　指導上 の 実際に お い て ，児童 の 情緒的 ・心 理 的特性 の 配慮と ，学習 ・治療の 継続や 自信 ・希

望を与 える た め の方法が講 じられ ，注 目された 。

　 3 ．戦後教育課程 の 中に 位置づ け られ た 「機能訓練」 や 「養護 ・訓練」 に 通ず る玩 具 治療

が ，そ の 他の 治療法 とともに組織的か つ 系統的に 実施 された 。

　 4 ．光 明学校 の 教育 と治療 ・訓練 の 背景に は ， 東京大学医学部整形外科教室の 協力 と看護婦

の 献身的 な活動 に よ っ て 支 え られた きめ 細か な養護活動 と徹 底 した実態調査が あ っ た 。

　付記　本稿 に 関連す る要点 の
一部 を 日本体育学会第39回大会 （昭和 63年 10月） に て 発表 し た 。

なお ，引用文中の 漢字 に つ い て は ，旧漢字を 当用漢字に 置 き換 えた が ，当用 漢字中に な い 旧漢

字は その まま使用 し た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　注 ，引用 ・参考文献

（1） 結城捨次郎   ，東京市立光 明 学校概要．第 1輯 ，東京市立光 明学校，p．9 ，昭和 7 ．11．1 ．

（2） 東京都 立 光 明 学 校 ，光 明 四 十年，東京都立 光 明養護学校 ，昭 和 48，pp ．27− 32，な お ，結城捨次郎 は ，

　明治23 （1890）年 7月 8 日，石 川県石 川郡河内村白山 子 3 の 加藤市三郎の 3男と して 生 まれ ，明 治 44年

　 （1911）年石 川県師範学校本科第
一
部を卒業した後，石 川郡上金 石 ・松任女児の 各尋常高等小学校，松任

　町 女 子 裁 縫 学 校 ，金 沢 市 立 瓢 箪 町 ・新 竪 町 尋 常 小 学 校 の 各 訓 導 を 歴 任 ，大 正 10 （1921）年上 京 し，私立 成

　城小学校や麹町小学校 の 訓導を 歴任 した。（杉浦守邦，「初代光明学校長結城捨次郎」．日本特殊教育学会

　第26回 大会発表論文集，p ．671 ，昭63．8 ．25，）

（3） 結城捨次郎  ，前掲書．p ．15

（4） 東京市立 光明学校 ，東京市立 光明学校概覧 J 昭 9

（5＞ 田 代義徳，「不 具児童の 養護⇔」，医事公論，第1144号，p ．18，昭 9 ．6 ．23．
　 　 　 　 　 　 　 ク　 リ　 あ　 v　 ペ　ル
  　高木 憲次 ，「『肢体 不 自由児 』 養護 の 要諦 を 述 ベ ク リ ュ ッ

ペ ル 学 校 の 使 命 に 及 ぶ 」，結 城 捨 次 郎   ，光 明

　学校紀要 ，第 3輯，pp ．12− 13，昭 10．6 ．1 ．

〔7） 結城 捨次郎  ，前掲書，p ．15

（8） 結城 捨次郎  ，光明学校紀要 ，第 2輯，東京市立 光明学校 Jp ．3 ，昭 8 ．ユ2．15．
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（9） 東京市立光 明学校，前掲書

  　結城捨次郎  ，前掲書 ，第 1輯，p ．15

  　東京市立 光 明学 校，前掲書 ，こ の 年度 に 「訓育綱領」 が ，新設 さ れ た 。そ の 内容は ，「誠実な れ 　明朗

　 な れ 　忍耐強か れ 長所 を伸ば せ 　世 の 為に 尽 せ 」 で あ っ た 。

  　東京市 立光明学校 ，前掲書

  　結城捨次郎  ，前掲書 ，第 1輯，p ．20

a4　東京市 立 光明学校 ，前掲書

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 2輯 tp ．4

  　結城捨次郎  ，前掲書 ，第 1輯，p ．20

aD　結城捨次郎  ，前掲書，第 2輯，　 pp ．15− 42，結城捨次郎  ，前掲書 ，第 3 輯，　 pp ．75− 83

  　結城捨次郎   ，前掲書．第 2輯，p ．36

  　結城捨次郎   ，前掲書，第 2 輯，p ．36

  　結城捨次郎   ，前掲書，第 2輯 ，p ．36，こ の 生活科 の 導入 に 関 して は ，「成城小学校 で 試 み た 自由教育

　 方式」 が 採用 され た との 報告 （杉浦守邦，前掲論文 ，p ，670） もある。

  　結城捨次郎   ，前掲書 ，第 1輯 ，p ．24

  　結城捨次郎  ，前掲書 ，第 1輯 ，p ．24

  　東京市立光明養護学校 ，前掲書 ．p．54，あ る卒業生 は ，適性 の 時間 に つ い て 「今 で い えば中 ・高等部 の

　 ク ラ ブ活動 で もあ り （後略）」 と報告 し て い る。

  　結城捨次郎編 ， 前掲書 ， 第 1輯 ， p ．30

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 1輯 ，pp ．3− 9 ，例え ば，同書に は ，「欧米に 於け る不 具児童教養施設 の 概

　 要」 が紹介され て い る。

  　前田末喜，学校及家庭に於け る 医療体操 の 理 論及実際 ，目黒書店，大 6 ．

  　田辺郁郎
・
石丸 節夫 ，体育上 の 病理 と診断，都村有為堂出版，大 13，pp ．55− 126

  　樋 口 長市 ，欧米 の 特殊教育，目黒書店，大 15，pp ．229− 246

  　吉田章信 ，欧米体育 の 新研究 ，同文書院 ，昭 6 ，pp ．95− 105

  　真行寺朗生 ，異常児 の 病理 と矯 正 体操 ，啓文社 ，大 15，真行寺朗生 ，体育異 常 の 病 理 と矯 正 運動 ，日本

　 体育学会．昭 6

  　広井家太，姿勢教育，目黒書店 J 昭 4 ，広井 は ，同書刊行以前に r体育 と競技』誌 に 矯正体操 に 関す る

　 多 くの 論文 を発表 し て い た 。

  　結城捨次郎 ，「我が国 に 発達すべ き肢体 不 自由児 の 教療施設」， 結城捨次郎編，光明学校紀要 ，第 3輯，

　 P 、4

  　結 城 捨次 郎   ，前 掲書，第 2輯 ，p ．5

働　田波幸男編，高木憲次　　人 と業績一 ，日本肢体不 自由児協会，昭42，p．63，高木 は ，肢体 不 自由児

　学校の 構想の 中に ，「体操は ，之を 治病体操 を 以 て 代償す る こ と もあろ う」 と い う考え方を持 っ て い た。

　 従 っ て ，同校 の 矯 正 体操科 も こ うした 代償的性格 の 強い もの で あ っ た と言 え る だ ろ う。

  　結城捨次郎  ，前掲書 ，第 2輯 ，pp 、65− 68，こ の 第 2輯 の 報告 ，つ まり昭和 8年度 に お い て は ，「治療

　法案」 の 中で 既 に 「矯 正 体操 」 を 「治療体操」 に 改称 し て い た が ，そ の 体操室名 は 従来 と同 じ く 「矯 正 体 ・

　 操室」 で あ り，両名称 の 併用 が 見 られ た。

  　東京市立光明学校 ，．東京市立光明学校概覧 ．昭 9 ，同概覧．つ ま り昭和 9年度 に は ，「矯正体操室」 も

　 「治療体操兼玩具治療室」 と 改称 さ れ る 。以上 の こ とか ら．昭 和 8年度か ら 改称 の 動きは 見せ た も の の ，

　教科名 ま で 変更 し なか っ た もの と推断 し
， そ の 改称年度 を 昭 和 9年度 と した。

  　結城捨次郎  ，光 明学校紀要，第 5輯，p ．11，昭13．3 ．1 ．同書に は ，「治療体操要目」が掲載され

　 て い る。

鰌　結城捨次郎齢，前掲書，第 1輯，p．24

  　結城捨次郎編，前掲書，第 1輯，p，29
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ω 　結 城捨次郎編 ，前掲書，第 3輯，p．57，同書に よれ ば，「毎月昼 食前 の 二 十 分 間」 実施 した とい う。

9D 結 城捨次郎  ，前掲書 ，第 1輯 ，　 pp ，55− 56，こ の 治療法案 の 記述 に ，句読点使用上 の 乱 れ が あ る が ，

　 原典 の ま ま 掲載 した。

  　結城捨次郎  ，前掲書 ，第 1 輯，p．19

（43 結城捨次郎   ，前掲書，第 2 輯 ，p ．15

C44　結 城捨次郎   ，前掲書 ，第 5輯 ，　pp ．11− 27，こ の 運動要 目 の 内容．特 に 種 目名 （運動教材名 ） を 大正

　 15 （1926）年 5 月27日公布 の 「学校体操教授要目」 並びに 昭和11 （1936）年 6月 3 日公布の 「第二 次改正

　 学校 体操教授要 目」 と比較 した とき，前者 に 類似点が多 く見 られ た。い ず れ に して も，こ れ ら
一

般 の 教授

　 要 目 も重要 な 参考資料 に 供 せ られ た も の と考 え て よい だ ろ う。

  　結城捨次郎編 ，前掲書，第 5輯，pp ．11− 12

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 5輯，p．11，こ の 目的 の 中 で ．治療矯正 に 先だ っ て 「健康を 保持増進す る 」

　 が 強調 され て い る こ とに 注 目した い 。

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 5輯 ，pp ．12− 13

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 5 輯，p ．13

（49 結城捨次郎   ，前掲書 ，第 5 輯 ，pp ．14− 27，な お ，ス コ リ オ ーゼ ．内飜足．先天性股関節脱臼，先天

　 性畸形 に つ い て は ，教程内容を省略 し．指導上の 基本姿勢だけを掲げ た。ま た ，原典 は ，こ の 「病類別運

　 動 は 研 究中 の もの で 全 く試行的 な もの で ある 」 と付記 し て い る 。

齣　結城 捨次郎編，前掲書 ，第 5輯 ， p．13，「低学年 は 基本運動 に 十分 ， 残 りを応 用 運動 に 」，ま た ，
「高学

　 年は 基本運動に殆どの 時間を費すか ら，応用運動を なす時は特に時間を設け」 た の で ある。

6D 結 城 捨次郎  ，前 掲 書 ．第 5輯，　 p ．13，な お ，変化 を与 え る た め に ，器 械運動 も 導入 した。

働　結城捨次郎編 ，前掲書，第 5輯，p ．14，「基本運動 に最も多くの 回数を 与 へ 」，「四肢の 運動 （主 目的 の

　 場合）十回及 至十五 回」，「体 の 運動 は 五 回及至十回。但 し連合運動 は 回数 を 少 く］ し，応用運動 の 場合，

　 時間 の 延長 を 5 分以内な らば 許容 した。

  　竹沢 さだ め ，「整形外科 と光 明学校」，結城捨次郎  ，光明学校紀要，第 6 輯，p ，78，昭 14．3 ．10．

岡　
一

宮俊
一，rr養護

・
訓練』 の 史的考察 ff一 肢体不 自由児 の 場合　 　」，徳 島大学学芸紀 要．教 育科

　 学 ，第 28巻 ，p ，4 ，昭 54．11．30．

鮑　結 城捨次郎   ，光明学校紀要，第 4 輯，p．22，昭12．3 ． 1．

  　新井 ア キ ヱ ．「玩具治療 に つ い て 」，結城捨次郎編 ．前褐書 ．第 3 輯．p ．58，新井 は 、同校 の 看護 婦 で

　 あ っ た 。

  結城捨次郎  ， 前掲書 ，第 4輯 ， p ．22

  　新井 ア キ ヱ ．前掲論文，p ．58

69 新井 ア キ ヱ ，前掲論文．P．58

  　新井 ア キ ヱ ，前掲論文，p ．22，62，新井 は，「個 々 の 児童 に 対応 し，欠陥障碍 の 程度 に 即 して」，「組織

　 ・系統 の あ る」 与え方を した と報告 し て い る。

6D 新井 ア キ ヱ ，前掲論文．　 pp．59− 61，当用漢字に 換え られ な い 漢字は ，そ の ま ま 旧漢字を使用 した。

62 結城捨次郎編．前掲書，第 4輯，p．22，こ の 改善の特徴は ，フ レ ーベ ル 恩物な どを多 く取 り入 れ た点に

　 あ っ た 。

  　新井 ア キ ヱ ，前掲論文，P，62

GO 結城捨次郎  ，前掲書，第 2輯，　 p ．65，同校の 「治療法
一

覧表」 に よれ ば，先に述べ た 玩具治療は ，

　V
ッ サ ージ及 び 電気 マ

ッ サ ージ と 同類の 中に 位置づ け られ て い た。

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 3輯，pp．57− 58

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 1輯，pp ，29− 33，結城捨次郎  ，前掲書，第 3輯，　pp ．54− 57，結城捨次郎

　  ，前掲書，第 6輯，p．79，東京都立 光明養護学校 ，光 明 四 十年，「戦前の ア ル バ ム か ら」 を引用。

  　結城捨次郎編 ，前掲書，第 1輯，p ．31，栄養物の 供給と は ，肝油 の 供給 で ある。

  　東京都立光明養護学校，光明 四 十年，「戦前 の ア ル バ ム か ら」，遠足 の 開始時期 は 不 明 で あ り，同書に よ
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　れ ば，父兄 が連れ 添 っ て 行 な わ れ た 。

 S　結城捨次郎  ，前掲書，第 6輯，p ．79．竹沢 の 報告に よれ ば，春秋 2回 の 運動会が毎年開催さ れ た。そ

　 の 内容は 不 明 で あ る。

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 1輯，p ．32，同書に よれば，こ の 施設 は ，夏季及 び冬季の 休暇中に 実施 され

　 た。校内あ る い は 林間や 海浜 を 選 ん で ，治療 の 継続 と 自然観察 や 学習指導 を 主 目的 と して い た。

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 1輯，p ．33，同書 か ら 1か ら14ま で の 調査名 を 引用す る。

  　結城捨次郎編 ，前掲書，第 2輯 ，pp ．56− 63，結城捨次郎編 ，前掲書，第 6 輯，　 pp ．8− 19，同書 か ら，

　 ユ5と16の 調査名を引用す る。

  　竹沢 さだ め ，前掲論文，p．78

  　結城捨次郎   ，前掲書，第 2輯 ，pp ．56− 63

  　結誠捨次郎編 ，前掲書 ，第 6 輯 ，p ．17，こ の 身体検査 は ，小学校 に お け る 身体検査 の 項 目内容 に 若干独

　 自な項 目を 付け加えた もの で ，毎年度初 め に 市技師 に よ り実施 さ れ た 。なお ，調査項 目は ，原典 の 内容 と

　 同
一

で あ るが ，書 き方を若干変えた。

  　結城捨次郎  ，前掲書 ，第 6 輯 ，p ．8

  　結城捨次郎編 ，前掲書 ， 第 6 輯 ， pp．17− 18

  結城捨次郎  ，前掲書 ，第 6 輯．pp ．18− 19，特 に ，形態 の 検査 に は ，写真撮影も併用 さ れた。な お ，

　調査項 目は ，原典 の 内容 と同
一

で あ るが ，書 き方 を 若干 変え た 。

  　結城捨次郎  ，前掲書，第 6 輯．p．19

  　結城捨次郎  ， 前掲書，第 6輯，p ．16

BD 一
宮俊

一
，前掲論文．　 pp ．2− 3
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